
日　工　同　窓　会　報（1）No.468 2025年2月21日発行

第４６８号
 2 0２ 5 年2月21日発行
日工同窓会広報委員会
編集責任者
 瀧澤　之靖
発行人 細金　　敦
　　　　　　
日工同窓会事務局
日工同窓会館
〒317-0077
日立市城南町５丁目14番13号
TEL（0294）－21－5237
FAX（0294）－21－5241
E-mail:
dosokaij@net1.jway.ne.jp
http://nikkoudousoukai.net/

印 刷 所
大 成 印刷株式会社

同窓会ホームページはス
マートフォン等からも上
記のQRコードを読み取
るだけで簡単にアクセス
が可能です！ 

　

私
ど
も
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
は
、

２
０
２
３
年
１
月
に
日
立
金
属
株
式
会
社

か
ら
社
名
変
更
致
し
ま
し
た
。
当
社
は
日

立
グ
ル
ー
プ
か
ら
離
脱
し
ま
し
た
が
、
日

工
同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
も
の
づ
く
り
の
中

核
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
場
を
借

り
て
思
う
と
こ
ろ
を
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
は
30
年
以
上
前
に
、
日
立
電
線
株
式

会
社
に
入
社
致
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

当
時
既
に
日
専
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
が

現
場
の
モ
ノ
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
は
恥

ず
か
し
な
が
ら
「
ニ
ッ
セ
ン
コ
ウ
」
と

「
ニ
ッ
コ
ウ
セ
ン
」
の
違
い
も
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
は
じ
め
て
日
専
校
を
訪
問
し

た
際
に
受
け
た
感
動
は
、
今
も
鮮
明
に
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。

・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
元
気
よ
く
発
せ
ら

　

れ
る
挨
拶
の
気
持
ち
よ
さ
、
爽
や
か
さ

・
授
業
に
向
き
合
う
真
摯
な
姿
勢

・
充
実
し
た
技
能
実
習
環
境
と
高
度
な
技

　

能
を
身
に
つ
け
た
先
生
が
た

　

そ
こ
に
は
、
い
ず
れ
自
分
た
ち
が
卒
業

し
て
、
会
社
の
現
場
を
、
技
能
を
支
え
る

の
だ
と
い
う
、
確
か
な
自
負
と
自
信
が
満

ち
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
日
専
校
を
卒
業
し
て
ご
入
社

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
職
場
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
同
窓
の
先
輩
が
た
か
ら
も
ご

今
号
の
主
な
内
容

事
業
所
幹
部
ご
所
感 

１
面

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会 

２
面

学
校
だ
よ
り 

３
〜
４
面

本
部
会
員
の
頁 

５
〜
６
面

日
専
校
歴
史
写
真

　

小
平
浪
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

７
面

表
彰
・
会
員
の
消
息
・
編
集
後
記

 

８
面

支
援
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、理
解
・

成
長
が
早
く
、
す
ぐ
に
職
場
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

ま
た
、
先
輩
か
ら
学
ん
だ
技
能
や
心
構
え

を
後
輩
に
伝
え
て
、
次
の
世
代
に
承
継
さ

れ
て
い
く
。
こ
れ
が
伝
統
の
力
な
の
だ
な
、

と
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
米
国
大
統
領
の
再
選
や
、
少
し

前
の
兵
庫
県
知
事
選
の
結
果
等
に
つ
い
て
、

真
偽
が
不
確
か
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
信
じ

る
方
が
如
何
に
多
い
か
、
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
情
報
源
で
す

が
、
同
時
に
誤
情
報
や
偏
っ
た
情
報
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
判
断

を
下
す
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
情
報
の

真
偽
を
見
極
め
る
力
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
立
場
上
、
採
用
面
接
官
や
研
修

講
師
を
担
当
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

以
前
よ
り
も
「
正
解
」
を
知
り
た
が
る
若

者
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
不
確

か
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
が
故
に
、
取

捨
選
択
に
迷
っ
て
か
え
っ
て
決
断
で
き
な

く
な
り
、
権
威
者
が
「
こ
れ
が
正
し
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
頼
り
た
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
の
中
で
、
日
専
校

の
教
育
は
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い

ま
す
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
校

の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
次
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
、
自
分
な
り
に
考
え
、
行

動
し
、
振
り
返
り
ま
す
。」

　

学
校
や
寮
、
部
活
動
な
ど
生
活
全
般
に

お
い
て
、
生
徒
た
ち
自
ら
で
課
題
を
見
つ

け
、
考
え
、
行
動
し
、
振
り
返
る
【
考
動

ア
ク
シ
ョ
ン
】
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
は
Ⅴ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー
カ
）
時
代
と

い
わ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち

「V
olatility

：

変
動
性
」、

「U
ncertainty

：

不
確
実
性
」、

「C
om
plexity

：

複
雑
性
」、

「A
m
biguity

：

曖
昧
性
」

の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
抵

の
場
合
、
絶
対
的
な
正
解
と
い
う
も
の
は

存
在
し
ま
せ
ん
の
で
、
望
む
結
果
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
脳
か
ら
汗
を
か
く
思
い

で
考
え
抜
き
、
こ
れ
が
最
善
で
あ
ろ
う
と

い
う
結
論
に
至
っ
て
決
断
す
る
他
あ
り
ま

せ
ん
（
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
）。

検
索
エ
ン
ジ
ン
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
考

え
た
つ
も
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

考
え
る
人
材
の
育
成
こ
そ
、
正
に
今
必
要

と
さ
れ
て
い
る
人
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
ろ

う
と
感
じ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

先
々
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
環
境
の
中
、

新
た
な
道
や
よ
り
良
い
未
来
を
拓
く
べ
く
、

自
分
自
身
で
考
え
て
、
様
々
な
取
り
組
み

に
挑
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
工
同
窓
会

の
更
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
結
び
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
自
分
で
考
え
る
」 
と
い
う
こ
と

株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
茨
城
工
場

井
　
川
　
真
　
吾

総
務
部
　
部
長
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１
月
25
日
（
土
）、
日
立
シ
ス
テ
ム
プ
ラ

ザ
勝
田
の
第
１
会
議
室
に
て
、
２
０
２
４

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
62
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
お
よ
び
国
際
大
会
の
メ
ダ
リ
ス

ト
11
名
を
招
い
て
座
談
会
を
開
催
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
細
金
副
会
長
よ
り

選
手
の
健
闘
を
称
え
る
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
Ｑ
＆
Ａ
方
式

で
メ
ダ
リ
ス
ト
達
の
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

印
象
的
な
話

題
と
し
て
、
国

際
大
会
に
て
他

国
の
選
手
が
共

用
の
旋
盤
を
操

作
ミ
ス
に
よ
り

衝
突
さ
せ
た
こ

と
で
機

械
精
度

を
確
認

す
る
必

要
が
生
じ
、
自
身
の
競
技
時
間
を

割
い
て
ま
で
機
械
精
度
を
確
認
し

て
か
ら
競
技
に
臨
ん
だ
珍
し
い
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
ま
で
に
は
、

厳
し
い
訓
練
や
苦
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
選
手
達
は
、

こ
れ
ま
で
の
不
平
不
満
を
こ
ぼ
す

こ
と
も
な
く
真
摯
に
受
け
答
え
を

し
て
い
る
そ
の
姿
は
、
と
て
も
逞

し
く
感
じ
た
。

　

終
盤
に
集
合
写
真
を
撮
影
し
懇

親
会
を
実
施
、
来
年
も
更
な
る
飛

躍
を
誓
い
散
会
し
た
。

　

 　

  

広
報

：

瀧
澤
之
靖
（
78
卒
）

・旋盤の才能を感じ、旋盤では負けたくないと思い技能五輪を通して証明したかった。

・在学中に見学し技能五輪のカッコよさを知ったこと。

・担任の先生に勧めていただいたことがきっかけであった。

・在学中の機械実習の旋盤が楽しく、もっと旋盤に詳しくなりたいと思った。

・兄が技能五輪をやっていたので、その兄を超えるために技能五輪を目指した。

・中学校の時、技能五輪のビデオを視聴したこと。

・日本一、世界一に挑戦できるまで技術や人間性を成長させられたこと。

・専門的な技術や失敗しないための考え方や対策を考える力を得ることができた。

・自分の目標が達成できなかったとき。

・合同訓練会で思うような結果が残せなかったとき。

・失敗→反省→対策の繰り返しで実力をつけていくが、反省の時間が多いため大変だった。

・毎日同じことの繰り返しで、楽しいと思えなかったが、そういう中でも最後までやりきるこ

  とが大変だった。

・同じ失敗を繰り返さないこと。

・目標を細かく設定し、理想に一歩ずつ近づけるようにした。

・指導員とのコミュニケーションを密にし、嘘を付かずに些細なことでも全てを伝えたこと。

・競技中のミスにより悪循環が発生しないよう丁寧で落ち着いた作業を心掛けた。

・作品だけでなく、工具の扱い方や振る舞いなども日立の代表という意識をもって競技に取り

  組んだ。

・午後と午前で機械を共有しているデンマークの選手に干渉事故が起こり、次の日に課題中精

  度検査を行うことになったこと。

・溶接機の不具合により、課題提出が 5分遅れたが、課題提出時に自分のブースの前に選手が

  集合し、全員から拍手してもらえたこと。

・食事を楽しみに、競技に取り組んだ。

・現場に配属となり生産のほうで会社に恩返しをしていくとともに、OBとして後輩の手助け
  をしていきます。

・どんな結果でも挑戦することに意味があり、過程がとても大事である。自信を常に持ってい

  れば気持ちが折れることもないと思う。訓練の中で自分をたまには褒めてあげて最後に楽し

  かったと言えるよう頑張って欲しい。

・日々の訓練を大切にして大会に挑むことが重要だと思う。

・望んだ結果を得られなくとも本気になって努力できることは貴重な経験だと思うので、是非

  とも挑戦して欲しい。

・訓練を通して沢山の事を学べる貴重な経験だと思うので、最初に抱いた情熱を忘れずに訓練

  をして欲しい。

■技能五輪メダリスト座談会を開催するに当たり、事前にアンケートを実施し、心境をお聞きしました。

技能五輪をやろうと
思ったきっかけ

技能五輪をやって
良かった点

技能五輪をやって
大変だった点

今後の進路
（指導員や職場復帰等）

結果を出す為に特に
心掛けた点・気を付
けた点

大会でのハプニング
や面白いエピソード
など、ご自由に

今後の出場者や挑戦
を考えている後進へ
のアドバイス

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会

第
47
回
技
能
五
輪
世
界
大
会
・
第
62
回
全
国
大
会

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会
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耐寒ランニング

２
０
２
５
年

１
月
か
ら
２
月
ま
で
の
資
格
試
験
一
覧

 

こ
の
期
間
に
日
専
校
生
が
取
り
組
ん
だ
資
格
・

検
定
試
験
の
一
覧
を
記
載
す
る
。

●
１
月
24
日 

実
用
英
語
検
定
一
次

●
１
月
26
日 

技
能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

　

３
級
学
科
（
２
年
電
気
科
）

●
１
月
28
日 

技
能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

　

３
級
実
技
（
２
年
電
気
科
）

第
55
回
日
専
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

 

例
年
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
備
え
、
事
前
に

約
１
週
間
、
平
日
の
朝
の
授
業
前
に
、
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
「
耐
寒
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
も
12
月
９
日
か
ら
体
育
委
員

の
リ
ー
ド
に
よ
り
、
全
校
生
徒
が
ラ
ジ
オ
体
操
、

日
専
校
体
操
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
を
走
っ

た
。
そ
の
他
、
体
育
の
授
業
や
部
活
動
で
も
、

学
校
だ
よ
り

こ
の
時
期
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
練
習
を
行
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、「
第
55
回
日
専
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
12
月
19
日
、
晴
天
の
下
、
ひ
た
ち
海
浜
公
園

に
て
開
催
し
た
。
生
徒
た
ち
は
元
気
に
園
内
を

駆
け
抜
け
、
全
員
が
完
走
し
た
。
男
子
個
人
の

部
は
１
年
１
組
の
黒
澤
柚
稀
、
女
子
個
人
の
部

は
２
年
電
気
科
の
日
下
結
衣
が
優
勝
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
対
抗
は
２
年
電
気
科
、
部
活
対

抗
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え

て
応
援
す
る
姿
や
健
闘
を
称
え
合
う
姿
が
あ
り
、

心
温
ま
る
気
持
ち
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
記
録
】　

●
部
活
動
対
抗　

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部　

 

　

②
剣
道
部　

③
野
球
部

●
ク
ラ
ス
対
抗　

①
２
年
電
気
科

　

②
２
年
機
溶
科　

③
１
年
１
組

●
男
子
個
人
【
10
キ
ロ
】

　

①
黒
澤　

柚
稀
（
１
年
１
組
）
34
分
18
秒

　

②
後
藤　

洸
平
（
１
年
１
組
）
34
分
53
秒

　

③
坂
本　

桂
一
（
２
年
機
械
科
）
36
分
29
秒

●
女
子
個
人
【
５
キ
ロ
】

　

①
日
下　

結
衣
（
２
年
電
気
科
）
23
分
10
秒

事
業
所
別
、
情
報
交
換
会

　

12
月
25
日
、
６
か
月
間
の
工
場
実
習
の
約
半

分
が
経
過
し
、
遠
隔
地
事
業
所
実
習
生
を
含
め

た
３
年
生
50
名
が
登
校
（
４
名
欠
席
）
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
大
流
行
し
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
日
専
校
で
も
１
、
２
年
生
の

約
３
分
の
１
の
生
徒
が
体
調
不
良
の
状
況
だ
っ

た
た
め
、
当
日
は
３
年
生
の
み
の
登
校
と
し
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
１
、
２
年
生
向
け
の
事
業

所
や
実
習
の
紹
介
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
っ
た
が
、
事
業
所
毎
に
グ
ル
ー
プ
分
け

を
し
て
、
担
当
職
員
を
交
え
た
情
報
や
意
見
の

交
換
を
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。
残
り
３
か
月
の
工
場
実
習
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
成
長
し
た
姿
で
卒
業
・
就
職

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

安
全
・
モ
ノ
づ
く
り
教
育

　

１
月
９
日
、
日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
多
賀
事
業
所
に
て

安
全
・
モ
ノ
づ
く
り
教
育
が
行
わ
れ
、
28
名
（
電

気
科
20
名
、
溶
接
科
８
名
）
が
受
講
し
た
。
安

全
教
育
で
は
「
安
全
の
必
要
性
、
安
全
に
作
業

す
る
た
め
に
、
５
Ｓ
３
定
に
つ
い
て
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
事
例
」、
安
全
体
感
で
は
「
手
袋
切

創
体
感
、
ド
ラ
イ
バ
ー
巻
き
込
ま
れ
体
感
、
コ

ン
セ
ン
ト
発
火
体
感
、
転
倒
体
感
（
滑
り
、
転

が
り
）」、
モ
ノ
づ
く
り
体
感
で
は
「
ト
ラ
ン
プ

配
り
、
ピ
ン
ボ
ー
ド
体
感
、
ネ
ジ
締
め
体
感
」

な
ど
を
受
講
し
た
。
実
務
現
場
で
の
安
全
・
モ

ノ
づ
く
り
教
育
と
し
て
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

今
後
も
事
業
所
と
連
携
し
て
教
育
を
進
め
て
い

き
た
い
。
次
回
は
２
月
６
日
に
同
事
業
所
で
残

り
27
名
が
受
講
す
る
。

２
年
電
気
科　

日
下　

結ゆ

衣い

　

安
全
・
モ
ノ
づ
く
り
教
育
を
受
講
し
て
、
日

専
校
で
日
頃
か
ら
実
践
し
て
い
る
安
全
や
５
Ｓ

は
、
工
場
で
も
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

特
に
「
一
仕
事
一
片
付
け
」
を
意
識
し
、
工
具

の
所
在
を
常
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
、
ど
の

現
場
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
ノ
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
製
造
時
間

は
速
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
て
も
売
上
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
を
理
解
し
、
規
定
の
時
間
に
近
づ
け

る
こ
と
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

過
去
の
災
害
事
例
の
紹
介
で
は
、
事
前
に
リ

ス
ク
を
把
握
し
、
事
故
や
怪
我
を
未
然
に
防
ぐ

意
識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
受
講
で
学
び
得
た
こ
と
を
活
か
し
、
今

後
の
実
習
や
学
校
生
活
で
、
先
生
や
後
輩
、
先

輩
へ
の
先
手
挨
拶
と
オ
ア
シ
ス
の
習
慣
化
（
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
、
失
礼
し
ま
す
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）
を

心
掛
け
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
納
得
い
く
ま
で

聞
き
、
メ
モ
を
取
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
業
所
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　

２
年
生
を
対
象
に
、
①
事
業
所
か
ら
の
情
報

提
供
と
ニ
ー
ズ
伝
達
、
②
事
業
所
実
習
・
配
属

へ
の
意
識
付
け
を
目
的
と
し
た
事
業
所
交
流

セ
ミ
ナ
ー
を
、
昨
年
10
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、

日
専
校
多
目
的
教
室
に
お
い
て
３
回
実
施
し
た
。

マラソン大会（国営ひたち海浜公園）

事業所別情報交換会

安全・モノづくり教室

事業所交流セミナー

（
４
頁
へ
続
く
）
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講
師
と
し
て
来
校
さ
れ
た
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ

イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
多
賀
事
業
所
の
柴
田

寛
斗
さ
ん
（
102
卒
）、
日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
の

小
川
真
徳
さ
ん
（
96
卒
）
か
ら
は
技
能
五
輪
へ

の
挑
戦
に
つ
い
て
、
ま
た
、
日
立
ハ
イ
テ
ク
マ

ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ
＆
サ
ー
ビ
ス
の
山
田
恭
平
さ
ん

（
104
卒
）
か
ら
は
、
業
務
改
革
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
講
演
後
、
生

徒
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
質
問
に
対
し
て
、
講

師
か
ら
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
大

変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

餅
つ
き
大
会

　

つ
き
た
て
の
餅
を
堪
能

　

１
月
17
日
、
日
専
校
に
お
い
て
餅
つ
き
大
会

を
実
施
し
た
。
目
的
は
、
①
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
②
安
全
考
動
の
実
践
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
、
ク
ラ
ス
と
し
て
の
結
束

力
を
高
め
る
こ
と
、
組
織
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
５
名
の
餅
つ
き

リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
、
事
前
準
備
を
念
入
り
に

重
ね
た
。
餅
の
味
は
定
番
の
餡
子
、
き
な
粉
餅

に
加
え
て
、
ク
ラ
ス
独
自
に
、
チ
ョ
コ
ア
ー
モ

ン
ド
餅
、
抹
茶
餅
、
磯
部
焼
き
、
お
雑
煮
（
う

ど
ん
入
り
）
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
餅
つ

き
大
会
と
な
っ
た
。
餅
つ
き
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
、

事
前
準
備
の
重
要
性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
、
ク
ラ
ス
の
結
束
力
を
高
め
る
た

め
の
動
機
づ
け
を
実
践
し
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
体
得
に
つ
な
が
っ
た
。
安
全
面
で
も
Ｒ

Ｋ
Ｙ
を
実
施
し
、
安
全
に
楽
し
め
る
餅
つ
き
大

会
と
な
っ
た
。

２
年
機
械
科　

坂
本　

桂け
い

一い
ち

　

日
専
校
餅
つ
き
大
会
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
事
前
準
備
の
重
要
性
と
、

報
連
相
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
楽
し
む
こ
と
よ

り
も
、
ま
ず
裏
方
と
し
て
準
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
み
ん
な
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
準

備
に
は
試
行
錯
誤
が
あ
り
、
ど
れ
だ
け
裏
で
支

え
る
人
た
ち
が
努
力
し
て
い
る
か
が
、
楽
し
さ

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

何
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
怪
我
な
く
イ
ベ
ン
ト

を
進
め
る
こ
と
と
、
先
生
方
を
含
め
た
全
校
生

徒
が
餅
つ
き
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
人
間
関
係
を
深
め
た
り
、
笑
顔
が
増

え
た
り
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
裏
に
は
多

く
の
努
力
が
あ
り
、
そ
の
努
力
を
支
え
て
く
れ

る
人
々
に
感
謝
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
指
示
の
出
し
方
に
つ
い

て
は
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
工
夫
を
重
ね
、
次
回
の
イ
ベ
ン
ト

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
ど
ん
な
場
面
で
も
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
よ
り
良
い
結
果
を
生
む
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

２
年
生
国
内
英
語
研
修

　

１
月
20
日
と
21
日
、
福
島
県
天
栄
村
に
あ
る

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
、
２
年

生
の
英
語
研
修
を
実
施
し
た
。
学
年
単
位
で

の
訪
問
は
４
年
目
と
な
る
。
施
設
に
つ
い
て
は
、

英
国
か
ら
材
料
を
運
搬
し
て
建
築
さ
れ
た
数
多

く
の
建
物
や
調
度
品
に
よ
り
、
日
本
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
異
国
情
緒
豊
か
な
環
境
を
作
り
出

し
て
い
た
。
研
修
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
英
語
の
み
使
用
し
た
２

日
間
で
４
つ
の
研
修
を
受
講
す
る
と
い
う
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
参
加
が

自
由
な
２
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
生
徒
が

挑
戦
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
考
動
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
修
了
証
書
授
与
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
に
て
代
表
者
が
、
英
語
に
よ
る
挨
拶

で
講
師
の
ス
タ
ッ
フ
に
御
礼
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
語
学
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
校

外
の
環
境
や
施
設
に
お
け
る
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ

ナ
ー
の
習
得
に
も
繋
が
る
研
修
と
な
っ
た
。

２
年
電
気
科　

菅
野　

昴す
ば

流る

　

今
回
の
英
語
研
修
を
終
え
て
、
楽
し
か
っ
た

の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
成
長
し
た
と
思
う
こ
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。
最
初

は
、
英
語
研
修
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、

本
当
に
話
せ
る
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
先

生
方
は
積
極
的
に
生
徒
た
ち
に
話
し
か
け
て
く

れ
て
、
自
分
も
話
し
か
け
や
す
く
な
り
、
い
ざ
、

先
生
と
話
し
て
み
る
と
す
ご
く
楽
し
く
、
自
分

な
り
に
英
語
の
単
語
を
並
べ
て
相
手
と
楽
し
い

会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、

問
題
や
質
問
の
際
に
は
積
極
的
に
手
を
上
げ
発

表
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
色
ん
な
人
と
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
3
級
検
定

　

２
年
電
気
科
制
御
コ
ー
ス
の
11
名
全
員
が
、

国
家
検
定
「
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
作
業
３
級
」
試

験
に
挑
戦
し
た
。
本
試
験
は
自
動
生
産
設
備
等

の
制
御
に
必
要
な
知
識
を
学
科
試
験
で
問
わ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
実
技
試
験
に
お
い
て
は
当

日
配
布
さ
れ
る
仕
様
書
に
基
づ
き
、
シ
ー
ケ
ン

サ
と
呼
ば
れ
る
制
御
機
器
と
、
試
験
用
盤
（
ス

イ
ッ
チ
、
表
示
灯
、
モ
ー
タ
等
）
を
配
線
し
た

後
、
シ
ー
ケ
ン
サ
に
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
力

し
、
試
験
用
盤
を
仕
様
通
り
に
動
作
さ
せ
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は

約
３
ヶ
月
と
短
い
時
間
の
中
、
実
習
を
通
じ
て

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
を
学
び
、
過
去
問
題

や
模
擬
問
題
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
万
全
な

準
備
で
試
験
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
試
験
当

日
は
全
員
が
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
落
ち

着
い
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
培
っ
た
知
識
、
技

能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
。

餅つき大会

つきたての餅を堪能

英語研修（ブリティッシュ・ヒルズ）

シーケンス制御３級検定

（
３
頁
の
続
き
）
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日
立
中
部
Ⅱ
地
区
総
会
が
、
梅
香
る
１

月
25
日
（
土
）
に
常
陸
多
賀
駅
近
く
の
「
あ

じ
伴
」
に
て
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
43
〜
61
卒
ま
で
の
８
人
で
あ

っ
た
。

　

「
あ
じ
伴
」
は
天
ぷ
ら
と
刺
身
の
旨
い

店
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
店
の
売
り
で

あ
る
「
肉
豆
腐
」
は
、
豆
腐
一
丁
を
す
き

焼
き
風
に
味
付
け
し
た
鍋
料
理
で
絶
妙
の

旨
さ
で
あ
る
。
も
う
こ
れ
だ
け
で
満
腹
に

な
る
程
の
食
べ
応
え
が
あ
る
。

　

会
は
上
野
地
区
長
が
最
近
の
同
窓
会
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
そ
の
後
、
沼
館
氏

（
43
卒
）
の
発
声
に
よ
り
生
ビ
ー
ル
で
乾

杯
、
し
ば
し
歓
談
に
入
る
。

　

座
が
盛
り
上
が
っ
た
頃
、
近
況
報
告
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
先
頭
は
沼
館
功
氏

（
43
卒
）。
10
歳
代
か
ら
100
歳
代
ま
で
長
生

き
出
来
る
と
想
定
し
、
節
目
節
目
に
生
き

る
道
標
と
な
る
目
標
を
定
め
て
き
た
と
の

こ
と
。
い
く
つ
か
の
含
蓄
の
あ
る
目
標
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
も
早
朝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
卓
球
で
健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

佐
藤
茂
次
氏
（
53
卒
）
は
孫
の
子
守
が

日
々
の
楽
し
み
と
の
こ
と
。

　

字
原
勝
巳
氏
（
48
卒
）
は
大
沼
コ
ミ
推

で
３
役
を
こ
な
し
、
歴
史
研
究
会
で
地
域

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

初
参
加
の
佐
藤
孝
志
氏（
61
卒
）は
ガ
ー

デ
ィ
ニ
ン
グ
等
が
趣
味
で
、
広
い
庭
で
い

ろ
い
ろ
な
花
を
栽
培
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

　

佐
藤
一
男
氏
（
50
卒
）
は
日
立
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
ヒ
タ
チ
エ
」
の

管
理
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
藤
忠
良
氏
（
49
卒
）
は
大
沼
学
区
の

取
纏
め
の
長
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。
又
、
水
泳
で
週
１
回
程
度
１
、

０
０
０
ｍ
泳
い
で
健
康
を
維
持
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

　

木
村
隆
志
氏
（
55
卒
）
は
最
近
、
後
期

高
齢
者
の
運
転
免
許
更
新
が
あ
り
、
大
沼

自
動
車
学
校
内
で
路
上
の
実
技
を
し
て
無

事
更
新
し
た
と
の
こ
と
。
又
、
趣
味
の
卓

球
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
地
区
長
か
ら
、
微
力
な
が
ら
本

部
会
員
運
営
委
員
会
の
地
区
活
動
活
性
化

に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

　

会
の
最
後
は
佐
藤
孝
志
氏
の
音
頭
で
一

本
締
め
を
し
、
楽
し
い
地
区
総
会
は
閉
会

と
な
っ
た
。　
　

 

上
野　

栄
一
（
54
卒
）

地
区
総
会
開
催
さ
れ
る

日
立
中
部
Ⅱ
地
区

第
10
回
懇
親
会
開
催

日
立
十
王
地
区

　

２
０
２
５
年
２
月
１
日
（
土
）、
12
時
よ

り
地
区
内
の
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
に

お
い
て
48
〜
63
卒
の
18
人
が
参
加
し
て

10
回
目
の
地
区
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　

十
王
地
区
在
籍
会
員
は
、
32
人
で
６
割

の
参
加
率
で
あ
る
。

　

懇
親
会
開
始
に
あ
た
り
金
澤
和
彦
地
区

長
（
51
卒
）
の
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
コ
ロ

ナ
禍
中
に
亡
く
な
っ
た
５
人
に
対
し
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

　

懇
親
会
は
、
最
長
老
の
吉
野
央
之
氏

（
48
卒
）
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、

参
加
者
の
近
況
報
告
を
行
っ
た
。

　

農
業
を
趣
味
と
し
て
い
る
草
間
秋
雄
氏

（
49
卒
）
は
、
今
回
、
千
葉
県
産
の
「
お

お
ま
さ
り
落
花
生
」
の
種
を
参
加
者
全
員

に
配
布
し
た
。
ま
た
、
初
参
加
の
福
原
慎

司
氏
（
63

卒

）

は
、

三
菱
重
工

日
立
工
場

出
身
で
現

在
も
定
年

延
長
で
勤

務
中
で
あ

る
。
全
員

の
近
況
報

告
後
、
カ

ラ
オ
ケ
に

移
り
盛
り

上
が
っ
た
。

　

送
迎
バ

ス
の
制
限

時
間
が
迫

る
中
、
全
員
肩
を
組
ん
で
校
歌
・
寮
歌
を

斉
唱
し
最
後
に
宮
崎
博
文
氏
（
56
卒
）
の

エ
ー
ル
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

石
井　

浩
（
58
卒
）

名
簿
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
も
使
わ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。

　

そ
の
点
、
自
ら
作
成
す
る
カ
ス
タ
ム
シ

ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト
さ
は
な
い
が
用
途

に
合
わ
せ
て
作
成
す
る
か
ら
当
然
活
用
さ

れ
る
。

　

名
簿
シ
ス
テ
ム
は
い
ろ
い
ろ
な
面
に
活

用
で
き
る
。

　

例
え
ば
「
検
索
」。
卒
業
回
数
を
入
力

す
れ
ば
卒
業
生
全
て
が
、
卒
回
と
支
部
名

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
支
部
別
の
卒
回
人

員
が
分
か
る
。
ま
た
、
氏
名
の
氏
が
分
か

れ
ば
名
前
の
読
み
方
が
分
か
ら
な
く
て
も

卒
回
や
支
部
名
で
見
当
が
つ
く
。
郵
便
番

号
や
町
名
で
地
域
に
住
む
同
窓
生
を
知
る

こ
と
も
で
き
る
。
組
み
合
わ
せ
次
第
で
無

限
に
近
い
？
検
索
が
可
能
だ
。

　

威
力
を
発
揮
す
る
の
が
印
刷
。
検
索
し

た
も
の
を
印
刷
す
る
ほ
か
、
本
部
会
員
配

布
用
の
封
筒
を
は
じ
め
、
卒
回
代
表
へ
の

連
絡
な
ど
が
あ
る
。

　

印
刷
す
る
に
は
文
字
な
ど
の
大
き
さ
と

基
準
点
か
ら
の
縦
横
位
置
を
指
定
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
の
他
、役
員
名
簿
、総
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
原
稿
作
成
な
ど
利
用
範
囲
は
広
い
。

コ
ラ
ム

小
島 

喜
代
一（
48
卒
）

第
６
回

最後は全員で校歌・寮歌を斉唱



No.468（6）これからの新しい楽しみを求めて活動する本部会員の頁

（1月24日（金）に行われた2024年度後期「運営会議」で報告されたものです。）

◆42回卒（齋藤　實則）

　今年5、6月に最後の同期会（88才米寿には1年早いが）

を開催する計画です。

◆44回卒（関根　幸一）

１．44回卒の84歳は､語呂合わせで「橋寿（はし寿）」と

呼ばれお祝いします。今年の84歳は7回目の「巳年」

で縁起が良いと言われています。

２．いつまでも元気でいたい、しかし体調不良の人が増え

ています。

３．同期のゴルフ仲間は、4人のみで寂しい限りです。

４．暖かくなった時期に同期会の企画をする予定でいます。

◆46回卒（永盛　栄一）

　特に報告する活動はありません。最近46回卒の物故者

が多く寂しい限りです。

◆48回卒（字原　勝巳）

　特に報告する活動はありません。

◆50回卒（関　猪一郎）

１．第56回ゴーマル会ゴルフコンペを2024年3月22日（金）

　日立高鈴ゴルフ倶楽部にて8人の参加で行いました。

　喜寿を迎え、年々高齢になって参加者が減ってきており、

現在ゴルフ同好会のメンバーは16人いますが参加者は

半分になってきました。

　（訃報）ゴルフ同好会メンバーの山崎宏君が他界されま

した。

２．第57回ゴーマル会ゴルフコンペを2024年7月19日（金）

　日立高鈴ゴルフ倶楽部にて8人の参加で行い小室正男氏

が優勝。     

３．第58回ゴーマル会ゴルフコンペを2024年11月29日（金）

　日立高鈴ゴルフ倶楽部にて8人の参加で行いました。優

　勝は小室正男氏で連覇でした。   

４．2025年度のゴルフ計画は年間3回予定。第59回を3月

　21日（金）に予定しています。

５．ゴルフ同好会のメンバーに喜寿のお祝いをと話しかけ

　ましが、「酒の席は」と首を縦に振ってくれませんでし

　たので計画を中止にしました。

◆52回卒（長嶋　忠光）

１．2025年 秋（10月）頃、日立駅近くのホテルで一泊

　の喜寿祝を思案中です。    

◆54回卒（大森　晴男）

１．ゴルフ大会を4回実施した以外は、特にありません。

　（1） 4 月 4 日（木）  カバヤＧＣ　7人参加

　（2） 6 月24日（月）  水戸ＧＣ　　8人参加

　（3） 9 月 5 日（木）  ザ・レイクスＣＣ   6人参加

　（4）11月15日（金）  茨城ロイヤルＣＣ　 7人参加

２．来年度は、一年おきに開催している同期会の年にあた

　るのでこれから色々と準備していこうと考えています。

◆56回卒（内山　薫）

１．2023年5月にコロナ管理が5類に移行され従来の生活

　が戻ったことを機に活動を再開した。

２．半年の動向観察の後、2024年1月、今後の活動方針

　を定めるべく、本部会員にアンケートによる意見を募っ

　た。会員数20人中15人が活動再開に賛同。

３．次いで、2024年5月本部会員有志による懇親会を開催。

　7人が参加した。10月9日（水）56回卒同期会開催を決定。

　出席者7人が幹事を引き受けた。

４．10月9日（水）日立市「ホテル天地閣」にて同期会を

　開催

　1）参加者 23人　6人が急遽欠席　（開催案内先77人）

　2）今後の活動方針、「ゴルフ会」の再結成を確認

　3）各自の近況報告

　4）開催内容は会報466号に掲載

５．今後の活動方針

　「ゴルフ会」と懇親会を適切に重ね継続的な懇親活動を

　展開していく。

◆58回卒（戸村　紀一）

１．2024年9月27日（金）、国民宿舎「鵜の岬」にて古希

　祝いとして1泊での同期会を開催した。

　（1）詳細は、会報第466号に掲載の記事を参照。また、

　　11月9日（土）付茨城新聞「同窓の友」にも掲載。

　（2）参加者は24人（内7人は日帰り）であった。

　（3）当日昼間は、ザ・オーシャンゴルフクラブにてゴル

　　フコンペも開催、11人が参加した。

２．2024年度のゴルフコンペ実績  

　（1）第25回 6 月14日（金）　日立高鈴ＧＣ 

　　　　　　　　　　　　　　 優勝：生田目 忠之君 

　（2）第26回 9 月27日（金）　ザ・オーシャンＧＣ

　　　　　　　　　　　　　　 優勝：清原 定男君

　（3）第27回11月22日（金）　ザ・オーシャンＧＣ 

　　　　　　　　　　　　　　 優勝：美山 勝則君

　（4）第28回2025年2月21日（金）ザ・オーシャンＧＣ

　　で予定

◆64回卒（槍崎　博幸）

　64回卒としての活動は休止中となります。

同期会活動報告（偶数卒回）

開
催
日　

２
０
２
５
年
１
月
24
日
（
金
）

出
席
者　

役
員
、
事
務
局
、
地
区
長
、

　
　
　
　

卒
回
代
表

議
題

一
、
事
務
局
報
告

①
２
０
２
５
年
度
卒
回
代
表
、
地
区
長
変

　

更
が
あ
り
ま
し
た
ら
２
月
10
日
ま
で
に

　

事
務
局
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

②
９
月
に
「
今
後
の
同
窓
会
の
在
り
方
検

　

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
の
同

　

窓
会
活
動
は
、
学
校
と
の
連
携
強
化
に

　

よ
る
後
進
の
育
成
に
方
針
転
換
が
必
要
。

③
学
校
と
の
連
携
強
化
の
た
め
に
事
務
局

　

を
日
専
寮
に
移
転
す
る
検
討
を
し
た
い
。

二
、２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
及
び　
　

　
　
　
　

２
０
２
５
年
度
活
動
計
画

　

・
各
小
委
員
会
よ
り
報
告

三
、
各
卒
回
近
況
報
告

　

今
回
は
偶
数
卒
回
代
表
者
よ
り
報
告　

　

（
上
記
参
照
）

四
、
審
議
事
項　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
校
と
の
連
携
強
化
、
事
務
局
の
日
専

寮
移
転
に
つ
い
て
出
席
者
よ
り
意
見
を

伺
っ
た
。
そ
の
結
果
、

①
事
務
局
移
転
は
お
お
む
ね
賛
成
で
あ
っ

　

た
が
、
光
熱
費
・
借
地
料
等
に
つ
い
て

　

明
確
に
す
る
こ
と
。

②
学
校
の
み
な
ら
ず
、
会
社
の
了
承
を
得

　

て
お
く
べ
き
。

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

（
２
０
２
４
年
度
後
期
）
議
事
録

第
66
回
運
営
会
議
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①戦前　1938年頃

（昭和13年）まで

【
学
帽
の
制
定
】

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
頃

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
学
帽

が
制
定
さ
れ
、
全
生
徒
に
支
給
さ
れ

た
。
徒
弟
養
成
所
時
代
か
ら
時
代
に

合
っ
た
帽
子
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、

正
式
に
学
帽
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
実
習

中
で
も
着
用
し
た
。

【
帽
章
の
移
り
か
わ
り
】

 

日
専
校
の
帽
章
は
、
多
く
の
変
遷
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

①
昭
和
初
期
か
ら
13
年
ま
で
は
日
立
マ
ー

ク
で
、
帽
子
の
周
囲
に
は
学
年
を
示
す
赤

線
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

②
昭
和
13
年
以
降
こ
の
赤
線
は
な
く
な
り
、

帽
章
も
日
立
マ
ー
ク
に
桜
の
座
金
の
つ
い

た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
終
戦
の
昭

和
20
年
８
月
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
終
戦
と

と
も
に
、
技
術
員
養
成
所
「
技
養
」
が
廃
校

に
な
り
、
帽
章
も
不
要
に
な
っ
た
。 

日
専

校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
「
技
養
」
は

あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
り
、
ぜ
ひ
こ
の
帽
章

を
伝
承
し
た
い
と
い
う
希
望
が
多
か
っ
た
。

③
こ
の
た
め
、
昭
和
21
年
以
降
は
、
桜
の

中
心
に
日
立
マ
ー
ク
を
お
い
た
「
技
養
」

の
帽
章
が
使
用
さ
れ
た
。
狭
き
門
を
く

ぐ
っ
て
入
学
し
た
生
徒
た
ち
は
、
誇
り
を

も
っ
て
こ
の
帽
章
を
愛
用
し
た
。
し
か
し
、

や
が
て
、
こ
の
帽
章
は
、
桜
の
花
が
大
き

い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
敬
遠
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昭
和
30
年
代
に
入
っ
て
、
新
し

い
帽
章
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
基
本
形
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
全
体

的
に
小
型
に
な
り
、
地
金
も
厚
く
な
っ
て
、

重
量
感
が
増
し
た
。

※
本
連
載
で
は
日
工
同
窓
会
報
（
記
念
会

　

報
含
む
）
か
ら
引
用
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

歴
史
写
真
館 

ユ
ー

ザ
ー
名 

パ
ス
ワ
ー
ド
】

ユ
ー
ザ
ー
名

：

ｒ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

パ
ス
ワ
ー
ド

：

ｏ
ｂ
ａ
ｎ
１
０
０

日専校歴史写真【18】「学帽と帽章」1953（昭和28）年

1918（大正７）年の徒弟身体検査

徒弟養成所時代から学帽をかぶっていた

　

１
月
15
日（
水
）
栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁

記
念
会
共
催
で
栃
木
市
大
平
文
化
会
館
で

小
平
浪
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
会
か
ら
今
泉
会
長
と
事
務
局
石
井
が

参
加
し
た
。

　

第
１
部
は
、栃
木
市
立
合
戦
場
小
学
校

６
年
生
に
よ
る
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。要

旨
は
、「
小
平
浪
平
翁
の
性
格
に
学
ぼ
う
」

 

・
感
謝（
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
で
周
囲

の
人
と
接
し
た
）

 

・
気
配
り（
相
手
を
思
い
や
っ
て
物
事
が

う
ま
く
い
く
よ
う
に
し
た
）

 

・
謙
虚（
自
分
を
偉
い
と
思
わ
ず
周
囲
の

声
を
素
直

に
受
け
入

れ
た
）

　

み
ん
な

も
自
分
の

生
き
方
に

こ
の
３
Ｋ

を
い
れ
て

み
よ
う
と

い
う
内
容

で
あ
っ
た
。

　

第
２
部
は「
小
平
浪
平
翁
」が
遺
し
た
も

の
〜
生
誕
の
地
・
創
業
の
地
の
更
な
る
発

展
に
〜
」を
テ
ー
マ
に
栃
木
市
大
川
秀
子

市
長
、小
平
浪
平
翁
記
念
会
大
川
吉
弘
会

長
、日
立
市
梶
山
副
市
長
、（
株
）日
立
製
作

所
人
財
統
括
本
部
徳
重
部
長
、栃
木
市
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
漆
原
氏（
合
戦
場
郵
便
局

長
）が
登
壇
し
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

　

大
川
市
長
は
、と
ち
ぎ
未
来
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
強
く
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
強
調
さ
れ
た
。

　

大
川
会
長
か
ら
は
、生
家
訪
問
者
が
令

和
４
年
は
184
人
、令
和
５
年
は
417
人
、令
和

６
年
は
409
人
と
増
加
し
て
い
る
。

　

梶
山
副
市
長
か
ら
は
、次
世
代
未
来
都

市
共
創

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
「
グ

リ
ー
ン

産
業
都

市
」「
デ

ジ
タ
ル

健
康 

・

医
療 

・

介 

護
」 

 

「
公
共
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

日
立
徳
重
部
長
か
ら
は
、顧
客
共
創
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
Ｌ
ｕ
ｍ
ａ
ｄ
ａ
事
業
を
主

軸
に
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
拡
大

さ
せ
、デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
社
会
を
実
現
し
て
人
々
に
幸
せ

を
支
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
旨
の
説

明
が
あ
っ
た
。　
　
　

 

石
井　

浩（
58
卒
）

②戦前　1938～1945年

（昭和13～20年）

③戦後　1946～1955年頃

（昭和21～30年頃）

④1955年頃～

（昭和30年頃～）

1953（昭和28）年、
学帽制定の頃の実習
学帽をかぶって行っている

小
平
浪
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
れ
る
！

生
誕
150
年
記
念
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◎
結
婚

　
　

お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

◎
定
年
退
職

　
　

ご
苦
労
さ
ま

　
　
　
　

で
し
た

大
野　

拓
海
氏
（
105
卒
・
佐　

和
）　

24･

12･

25

　
　

萌
佳
さ
ん
と

 

会
員
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
家
族
逝
去

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お  

詫  

び  

訂  

正

▼
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

座
談
会
に
出
席
し
た
。
第

一
部
と
第
二
部
を
通
じ

て
、
11
名
の
選
手
の
素
直
な
考
え
や
思
い
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
▼
技
能
五
輪
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
っ
た
。
メ
ダ
リ
ス
ト
だ
け
あ
っ
て
、
や

る
と
決
め
た
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
抜
く
と

い
う
強
い
信
念
を
感
じ
た
。
▼
日
頃
の
訓
練

は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
や
り
た
い
こ
と
を
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
も
あ
る
。
▼
選
手
の
多
く

が
「
日
本
一
や
世
界
一
に
挑
戦
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
後
輩
に
残
し
て
く
れ
た
。
次
回
大

会
も
楽
し
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

（
細
）

　

９
月
末
日
よ
り
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
プ

ロ
テ
リ
ア
ル
を
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
約
17
年
、
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
に
勤
め
同
窓

会
の
諸
先
輩
の
皆
様
と
後
輩
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
ず
は
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
の
職
場
は
日
立
ハ

イ
テ
ク
と
な
り
ま
す
。

　

幸
い
に
も
転
職
先
で
も
同
窓
会
活
動
が
盛

ん
で
同
窓
会
の
絆
や
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
こ
ち
ら
で
も
大
変
お
世
話
に
な
り

そ
う
で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
皆
様
と
の
繋

が
り
が
あ
っ
て
の
今
の
私
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
発
展
に
微
力
な

が
ら
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
斉
）

栗
原　

達
弥
氏
（
68
卒
・
日　

立
）
24
・
12
・
31

佐
野　

清
司
氏
（
68
卒
・
日　

立
）
24
・
12
・
31

春
日　

克
己
氏
（
68
卒
・
佐　

和
）
24
・
12
・
31

吉
田　

隆
二
氏
（
68
卒
・
佐　

和
）
24
・
12
・
31

小
林　

則
昭
氏
（
68
卒
・
日　

高
）
24
・
12
・
31

佐
藤　

貞
男
氏
（
68
卒
・
国　

分
）
25
・
1
・
31

佐
藤　
　

勉
氏
（
68
卒
・
中　

条
）
25
・
1
・
31

◎
退
職

大
場　

博
之
氏
（
69
卒
・
水　

戸
）
24
・
9
・
30

吉
岡　

哲
也
氏
（
72
卒
・　

旭　

）
24
・
12
・
31

中
町　

義
之
氏
（
76
卒
・　

旭　

）
24
・
12
・
31

小
堺　

晋
治
氏
（
78
卒
・　

旭　

）
24
・
12
・
31

平
出　

岳
人
氏
（
100
卒
・
土
浦
北
）
24
・
12
・
31

木
村　

一
成
氏
（
101
卒
・
那　

珂
）
24
・
12
・
31

高
橋　
　

遼
氏
（
104
卒
・
土　

浦
）
25
・
1
・
31

◎
職
場
変
更

佐
藤　

弘
二
氏
（
71
卒
）　
　
　
　

24
・
11
・
1

　
　

日
立
パ
ワ
ー
支
部
↓
佐
和
支
部
へ

及
川　

明
彦
氏
（
75
卒
）　
　
　
　

25
・
1
・
6

　
　

山
崎
支
部
↓
桜
川
事
業
所
へ

後
藤　

直
樹
氏
（
107
卒
）　
　
　
　

25
・
1
・
6

　
　

豊
浦
支
部
↓
日
高
支
部
へ

滑
川　

文
男
氏
（
48
卒
）　
　
　
　

24
・
3
・
9

坂
本　

隆
夫
氏
（
53
卒
）　
　
　
　

24
・
4
・
4

伊
藤
徳
三
郎
氏
（
41
卒
）　
　
　
　

24
・
8
・
29

木
村　

勝
徳
氏
（
47
卒
）　
　
　
　

24
・
10
・
29

檜
山　

多
立
氏
（
31
卒
）　
　
　
　

24
・
11
・
8

山
田　

賢
男
氏
（
48
卒
）　
　
　
　

24
・
12
・
24

本
田　

正
次
氏
（
34
卒
）　
　
　
　

25
・
1
・
1

三
澤　
　

潤
氏(

82
卒
・
日　

立)　
ご
尊
父
24
・
12
・
13

◇
年
賀
状
紹
介

　

年
始
に
あ
た
り
、
本
部
会
員
の
方
か
ら

年
賀
状
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

・
小
島
喜
代
一
氏
（
48
卒
）

　

・
萩
野
谷
泰
伸
氏
（
50
卒
）

　

・
鈴
木　
　

章
氏
（
51
卒
）

◇
お
知
ら
せ

２
０
２
５
年
度
同
期
会
日
程

　

・
在
会
10
年
（
101
卒
）　

25
・
６
・
14

　

・
在
会
20
年
（
91
卒
）　

25
・
６
・
21

　

・
在
会
25
年
（
86
卒
）　

25
・
６
・
28

　

・
在
会
35
年
（
76
卒
）　

25
・
11
・
８

　

・
在
会
40
年
（
71
卒
）　

25
・
11
・
15

　

・
在
会
15
年
（
96
卒
）　

26
・
５
・
16

　

・
在
会
30
年
（
81
卒
）　

26
・
５
・
16

●期日：2025年3月22日（土）

●場所：シビックセンタ会議室・マーブルホール

●内容：第1部　式　典　15：00～15：50

　　　　第2部　懇親会　16：00～17：30

・正会員は、代議員制となります。

・本部会員出席者は、卒回代表または、事務

　局までご連絡下さい。

2024年度本部総会について

　

前
467
号
６
頁
の
技
能
五
輪
全
国
大
会
入

賞
者
紹
介
の
中
で
１
名
掲
載
が
漏
れ
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第
62
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
「
敢
闘
賞
」

〈
構
造
物
鉄
工
〉

　

尚
、
入
賞
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
敢

闘
賞
８
名
で
変
更
有
り
ま
せ
ん
。

谷
田
部 
寿
崇
氏

（
109
卒
・
日　

立
）

表
　

　

彰

◎
馬
場
博
士
発
明
奨
励
賞　

24
・
12
・
24

　

「
多
機
能
絶
縁
耐
圧
試
験
自
動
シ
ス
テ

　

ム
の
考
案
」

平
山　

貴
聡
氏

（
79
卒
・
那　

珂
）

　
「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｏ
単
体
調
整
設
備
の
考
案
」

只
野　

真
作
氏

（
82
卒
・
那　

珂
）

　

「
Ｎ
Ｃ
設
備
用
真
空
シ
ー
ル
面
磨
き
治

　

具
の
考
案
」

齋
藤　

貞
則
氏

（
86
卒
・
那　

珂
）


